


無償化を訴える大集会

ひどすぎる！「高校無償化」制度からの朝鮮学校除外

無償化適用を求め街頭宣伝を行う朝鮮学校生徒たち

負担だけを強いられている

朝鮮学校生徒と保護者

この間、朝鮮高校の在学生のみならず、約

1200名の卒業生たちにも就学支援金が支給さ

れていません。また、「高校無償化」制度施行に

伴う、扶養控除の見直し（16～18歳までの特定

扶養親族に対する扶養控除の上乗せ部分を廃止）

により、朝鮮学校の保護者たちは「2重の負担」

を強いられ続けています。各種学校の認可を得た

外国人学校は

朝鮮学校以外すでに適用

「高校無償化」制度は2010年4月1日施行され

ましたが、外国人学校については同年4月30日

の告示をもって制度の対象校が公表されました。

しかし朝鮮学校は除外され、専門家による「検討

会議」での審査対象になり、同年夏ごろまでに適

用判断が下されるとのことでしたが、今日に至っ

ても結論が先送りされている状態です。　

朝鮮学校と同じ項目に属していた「ホライゾ

ンジャパンインターナショナルスクール」、「コ

リア国際学園」などは、2011年7月初旬から審査

が行われ、それぞれ同年8月（ホライゾン）、12月（コ

リア）に対象校として早々と指定されました。

負担だけを強いられている

朝鮮学校生徒と保護者

この間、朝鮮高校の在学生のみならず、約

1200名の卒業生たちにも就学支援金が支給さ

れていません。また、「高校無償化」制度施行に

伴う、扶養控除の見直し（16～18歳までの特定

扶養親族に対する扶養控除の上乗せ部分を廃止）

により、朝鮮学校の保護者たちは「2重の負担」

を強いられ続けています。

外交上の問題と結びつけ

「学びの権利」を侵害

日本政府は無償化適用について、政治外交上

の配慮などで判断せず、教育上の観点から判断

すると明言したにもかかわらず、2010年11月の

延坪島砲撃事件など、朝鮮半島の政治情勢を理

由に手続きを凍結させました。

文科省による審査の意図的な

引き延ばし

2011年8月末に菅直人首相（当時）の指示に

より、審査手続きが再開され同年11月末には

現地調査も終了しているにもかかわらず、未

だその結論は出ていません。文科省は「すべて

の人が納得できるように、反対の声も受け入

れ判断するため」との理由で、不当にも朝鮮学

校だけに追加書類の提出を求めてきました。

朝鮮学園側は文科省のあらゆる要求に誠意を

もって対応してきましたが、文科省は「追加書

類の確認作業に時間がかかっている」などの

弁明に終始しながら、審査を意図的に引き延

ばしています。

各種学校の認可を得た

外国人学校は

朝鮮学校以外すでに適用

「高校無償化」制度は2010年4月1日施行され

ましたが、外国人学校については同年4月30日

の告示をもって制度の対象校が公表されました。

しかし朝鮮学校は除外され、専門家による「検討

会議」での審査対象になり、同年夏ごろまでに適

用判断が下されるとのことでしたが、今日に至っ

ても結論が先送りされている状態です。　

朝鮮学校と同じ項目に属していた「ホライゾ

ンジャパンインターナショナルスクール」、「コ

リア国際学園」などは、6～9ヶ月の審査を経て、

それぞれ2011年8月（ホライゾン）、同年12月（コ

リア）に対象校として早々と指定されました。

ひどすぎる！「高校無償化」制度からの朝鮮学校除外ひどすぎる！「高校無償化」制度からの朝鮮学校除外
外交上の問題と結びつけ

「学びの権利」を侵害

日本政府は無償化適用について、政治外交上

の配慮などで判断せず、教育上の観点から判断

すると明言したにもかかわらず、2010年11月の

延坪島砲撃事件など、朝鮮半島の政治情勢を理

由に手続きを凍結させました。

文科省による審査の意図的な

引き延ばし

2011年8月末に菅直人首相（当時）の指示に

より、審査手続きが再開され同年11月末には

現地調査も終了しているにもかかわらず、未

だその結論は出ていません。文科省は「すべて

の人が納得できるように、反対の声も受け入

れ判断するため」との理由で、不当にも朝鮮学

校だけに追加書類の提出を求めてきました。

朝鮮学園側は文科省のあらゆる要求に誠意を

もって対応してきましたが、文科省は「追加書

類の確認作業に時間がかかっている」などの

弁明に終始しながら、審査を意図的に引き延

ばしています。


